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[8.0] マスター潜水艦増援リスト
[MASTER SUBMARINE REINFORCEMENTS LIST] 

 以下のリストは全てのキャンペーンに使用され、プレイに追加又

は撤去する特定時期アイテムを含みます。キャンペーンの開始に続

く月以降の各潜水艦増援フェイズに、これを調べます。リストは、

以下の形で構成されています。：

A. 時期に続き、異なるゲームの特徴と戦争要素への変更があり得
ます。：

 ・カッコ（ ）内に列記されたアイテムは、予定された戦争時期

の変更、ユニットの戦争要素への追加又は撤去等です。ここには、

[25.32] に従ってプレイヤーがエース艦長を再配置するための機
会も列記されます。

 ・中カッコ{  } 内に列記されたアイテムは、エニグマ、B 機関、
プレイヤーが使用可能な航空機のような様相の変化が列記されま

す。もしも政策ルール [36.0] を使用していると、B 機関とエニ
グマ・レヴェルの低下を除き、これらの注釈は無視されます。他

の全ての様相は、政策的に扱われます。

 ・矢カッコ ＜ ＞ は、交換しなければならない選択ユニットで

す。これらは、[35.0] に従って交換が行われた場合にのみ受け取
られます。

B. 到着基地に続き、1939年 10月に開始して戦争に登場する全て
の潜水艦が列記されます。もしも到着基地が未だに機能していな

ければ、潜水艦はドイツに受け取られます。到着している全ての

潜水艦は、受け取る基地の桟橋 [Pierside] ボックス内に置かれま
す。何隻かの潜水艦は、後ろに「（未熟 [“Inexp”]）を持ち、この
場合これらは未熟練１ [Inexperienced 1] マーカーでマークされま
す。プレイヤーは、これらの潜水艦を拡張された集成のため１ヵ

月間任意に遅延させることができ、この場合、未熟練マーカーは

置かれません。[8.1] を参照してください。

C. 「撤退 [“Withdraw”]」の文字に続く潜水艦は、拡張されたオーバ
ーホールのために撤退させられます。これらの潜水艦は、[19.13] 
に述べられたごとく、直ちに RTB 移動とそれに付随する移送イ
ヴェント・チェックを実施しなければなりません。

  撤去されるときに地中海にある潜水艦は、「地中海整備 [“Refit 
Mediterranean”]」ボックス内に置かれます。地中海になければ、「大
西洋整備 [“Refit Atlantic”]」ボックス内に置かれます。いかなる損
傷状態マーカーも取り去られます。もしもその潜水艦が沈没して

いたら、交代する潜水艦はありません。オーバーホール中、潜水

艦は戦争イヴェント「訓練部隊への移管」を介してプレイから取

り去ることはできません。

D. 「復帰 [“Return”]」の文字に続く潜水艦は、オーバーホールから
現役に復帰する潜水艦です。「地中海整備 [“Refit Mediterranean”]」
ボックス内にある全ての復帰している潜水艦は、基地指定にかか

わらずイタリアに置かれ、「大西洋整備 [“Refit Atlantic”]」潜水艦
は指定されたごとくドイツ、ノルウェイ、フランスに置かれます。

コメント

 地中海への配備は、ほぼ歴史的なそれと一致しないので、各潜水
艦は復帰するための基地に大西洋エリアが与えられています。この
指定は、もしも潜水艦が地中海整備ボックス内にあると無視されま
す。

1939年10月
  ・（潜水艦カップからポーランド軍潜水艦オジェウ [Orzel] とヴ

ィルク [Wilk] を取り去る）
  ・ドイツ：U-25（Schütze +1）、U-42 
・撤退：U-3、U-4、U-9、U-10、U-14、U-17、U-30、U-32、

U-36、U-52 

1939年11月
  ・ドイツ：U-43、U-49、U-60、U-61 
  ・撤退：U-7、U-12、U-24 

1939年12月
  ・撤退：U-15、U-16、U-18、U-19、U-33、U-37、U-49 
  ・復帰：U-30、U-36をドイツへ

1940年１月
  ・（高速船カップへATエンプレス・オブ・ブリテン [Empress of 

Britain] と潜水艦カップへポーランド軍潜水艦オジェウ
[Orzel] とヴィルク [Wilk] を加える）

  ・ドイツ：U-44（未熟）、U-51（未熟）、U-55（未熟）
  ・復帰：U-9（Luth +1）、U-14、U-15、U-18、U-19（Schepke 

+1）、U-24、U-32をドイツへ
  ・撤退；U-29、U-35、U-38、U-39、U-40、U-42、U-43、U-47 

1940年２月
  ・（中央カップへSLブラック・スワン [Black Swan] を加える）
  ・ドイツ：U-50（未熟）、U-54（未熟）、U-62、U-63 
  ・復帰：U-10、U-12、U-16、U-17、U-29、U-33、U-37をド

イツへ

1940年３月
  ・ドイツ：U-1、U-2 
  ・復帰：U-3、U-4、U-7、U-35、U-38、U-39、U-40、U-42、

U-43、U-47、U-52をドイツへ
  ・撤退：U-31、U-41、U-61 

1940年４月
  ・（[25.32] に従い、U-23からKretschmerを取り去ってU-99

に割り当てて６月に投入でき、U-19からSchepkeを取り去
ってU-100に割当てて８月に投入できる）

  ・ドイツ：U-5（未熟）、U-6（未熟）、U-64、U-65（未熟）
  ・撤退：U-27、U-28 
・復帰：U-49、U-61をドイツへ

1940年５月
  ・（U-25からSchützeを取り去ってU-103に割り当てて10月

に投入できる）

・｛エニグマ・レヴェルを＋１へ｝

  ・ドイツ：UA、U-8、U-101 
  ・撤退：U-34、U-57、U-59 
  ・復帰：U-41をドイツへ

1940年６月
  ・｛[17.1] に従って戦争時期２への変更についてチェックする｝
  ・ドイツ：U-102、U-122 
  ・撤退：U-54、U-60 
  ・復帰：U-27、U-28、U-34をドイツへ
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1940年７月
  ・ドイツ：U-99 
  ・撤退：U-32、U-55 
・復帰：U-31、U-57（Topp +1）、U-59をドイツへ

1940年８月
  ・（TFカップへCVイラストリアス [Illustrious] と潜水艦カッ

プへオランダ軍潜水艦O-23を加える）
  ・｛B機関レヴェルを＋１へ下げる｝
  ・復帰：U-32、U-60をドイツへ

1940年９月
  ・（潜水艦カップへ自由フランス軍潜水艦サフィール [Saphir]、

ミネルヴ [Minerve]、ルカン [Requin]、シュルクーフ [Surcouf] 
を加える）

  ・ドイツ：U-100、U-137、U-138 
  ・フランス：マラスピーナ [Malaspina]、バルバリーゴ

[Barbarigo]、ダンドーロ [Dandolo]
・撤退：UA、U-25、U-26 

  ・復帰：U-54をドイツへ

1940年10月
・（U-57からToppを取り去ってU-552に割り当てて２月に投
入できる）

  ・ドイツ：U-93、U-123 
  ・フランス：マルコーニ [Marconi]、フィンジ [Finzi]、バニョ

ーリ [Bagnolini]、エモー [Emo]、タランティーニ [Tarantini]、
トレッリ [Torelli]、ファー・ディ・ブルーノ [Faá di Bruno]、
オタリア [Otaria]、バラッカ [Baracca]、ジュリアーニ
[Giuliani]
・復帰：U-55をドイツへ

1940年11月
  ・（高速船カップへATシシア [Scythia] を加える）
  ・ドイツ：U-94、U-95、U-103、U-104、U-124、U-140 
  ・フランス：グラウコ [Glaucco]、カルヴィ [Calvi]、タッツォー

リ [Tazzoli]、アルゴ [Argo]、ダ・ヴィンチ [Da Vinci]、ヴェニ
エロ [Veniero]、ナーニ [Nani]、カッペリーニ [Capellini]、

  ・撤退：U-46、U-48、U-51、U-53 

1940年12月
  ・ドイツ：U-96（Willenbrock +1）
  ・フランス：モロシーニ [Morosini]、マルチェロ [Marcello]、ブ

リン [Brin] 
・撤退：U-45、U-47、U-50、U-101 

  ・復帰：U-26をドイツへ

1941年１月
  ・（TFカップへBBキング・ジョージⅤ世 [King George V] と

潜水艦カップへ潜水艦アップホルダー [Upholder] を加え
る。）

  ・｛１Fw-200がフランス又はドイツで使用可能｝
  ・ドイツ：U-105、U-106 
・フランス：ビアンキ [Bianchi]、ヴェレルラ [Velella]、モセニ
ゴ [Mocenigo]
・撤退：U-43、U-64、U-65、U-99、U-100、U-102 

  ・復帰：U-25をドイツへ、U-101をフランスへ

1941年２月
  ・ドイツ：U-69、U-73、U-97、U-107、U-108、U-147 
  ・撤退：U-38、U-39 
・復帰：U-46、U-48 をドイツへ、UA、U-47、U-51、U-99
をフランスへ

1941年３月
  ・｛[17.1] に従って戦争時期３への変更についてチェックする｝
・｛エニグマ・レヴェルを０へ下げる｝

  ・ドイツ：U-70、U-74、U-76、U-98、U-110、U-551、U-552 
  ・撤退：U-93 
  ・撤退：ジュリアーニ [Giuliani] をバルト海の訓練へ（もしも

ジュリアーニが失われていたら、リウイチ [Liuzzi]、マルコ
ーニ [Marconi]、カルヴィ [Calvi] 級のいずれかのユニットで
代替し、42年５月に復帰する）。
・復帰：U-53、U-100、U-102をドイツへ、U-45、U-50をフ
ランスへ

1941年４月
  ・ドイツ：U-75、U-143、U-553 
  ・西インド洋：グリエルモッティ [Guglirlmotti]、アルキメーデ

[Archimede]、フェラリス [Ferraris]（全３隻が移送面を上に向
け、フランスへ速度１でRTBする（[2.11] を参照）。もしも
まだ損傷状態でなければ、到着時に損傷マーカーを受け取る）

  ・復帰：U-38、U-39、U-64、U-65をフランスへ

1941年５月
  ・（潜水艦カップへギリシャ軍グラフコス [Glafkos] とユーゴス

ラヴィア軍ネボイシャ [Nebojsa] を潜水艦カップへ加える）
  ・ドイツ：U-66、U-201、U-556、U-557、U-109、U-111、

U-141、＜UB＞
  ・西インド洋：ペルラ [Perla]（移送面を上に向け、速度１で

フランスへRTBする（[2.11] を参照）。もしもまだ損傷状態
でなければ、到着時に損傷マーカーを受け取る）

  ・撤退：U-48 
・復帰：U-43、U-93をフランスへ

1941年６月
  ・（[17.4] に従い、バルバロッサが起きるときを判定してユニ

ットを加える）

  ・｛B機関レヴェルを０へ、エニグマ・レヴェルを－１へ下げる｝
  ・ドイツ：U-71、U-77、U-79、U-146、U-202、U-203、U-204、

U-371、U-558、U-559、U-651、U-652、U-751、＜U-112、
U-114＞

1941年７月
  ・（潜水艦カップへ潜水艦トラスティ [Trusty] を加える）
・｛二番目のFw-200がいずれかの基地で使用可能｝

  ・ドイツ：U-68、U-81、U-126、U-331、U-372、U-401、U-561、
U-562、U-564、＜U-113、U-115＞

  ・ノルウェイ：U-431、U-565 
  ・撤退：U-107 
  ・永久撤退：ダンドーロ [Dandolo]、ナーニ [Nani]

1941年８月
  ・（外縁カップへCVEオーダシティ [Audasity] とTFカップへ

MLアブディール [Abdiel] を加える）
  ・ドイツ：U-83、U-125、U-129、U-373、U-452、＜UD-5＞
  ・ノルウェイ：U-67、U-82、U-84、U-205、U-206、U-207、

U-432、U-451、U-501、U-563、U-566、U-567、U-568、
U-569、U-752 

  ・復帰：U-48をフランスへ
・永久撤退：ヴェニエロ [Veniero]、ヴェレルラ [Velella]、モセ
ニゴ [Mocenigo]、マルチェロ [Marcello]

1941年９月
  ・ドイツ：U-575 
  ・ノルウェイ：U-85、U-132、U-208、U-433、U-570、U-571、
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U-572 
  ・復帰：U-107をフランスへ
  ・永久撤退：エモー [Emo]、オタリア [Otaria]、ブリン [Brin]、

グラウコ [Glaucco] 

1941年10月
・｛エニグマ・レヴェルを０へ上げる｝

  ・ドイツ：U-374、U-402、U-502、U-573、＜U-491、U-493、
UD-3＞

  ・ノルウェイ：U-576 
  ・撤退：U-95、U-566 
  ・永久撤退：アルゴ [Argo]、グリエルモッティ [Guglirlmotti]、

ペルラ [Perla] 

1941年11月
  ・｛プレイから１Fw-200を取り去る｝
  ・｛潜水艦カップへソヴィエト軍潜水艦K-21を加える｝
・ドイツ：U-133、U-332、U-375、U-453、U-574、U-577、
＜U-492、U-494、UF-1＞

＜

  ・ノルウェイ：U-434、U-578 
  ・撤退：U-94、U-97、U-108、U-553、U-564 
  ・復帰：U-95をフランスへ

1941年12月
  ・｛[17.1] に従って戦争時期４への変更についてチェックする｝
  ・ドイツ：U-86、U-127、U-128、U-130、U-131、U-134、

U-454、U-581、U-584、U-653 
  ・ノルウェイ：U-654 
・撤退：U-98、U-106、U-201、U-556、U-563、U-752 

  ・復帰：U-108をフランスへ、U-566をドイツへ

1942年１月
  ・（潜水艦カップへポーランド軍ヤーストクシャンプ [Jastrzab] 

を加える）

  ・｛B機関レヴェルを＋１へ上げる｝
  ・ドイツ：U-87、U-135、U-136、U-156、U-161、U-333、

U-352、U-404、U-455、U-586、U-587、U-588、U-591（未
熟）、U-656、U-701、U-753、U-754 

  ・ノルウェイ：U-582、U-585 
  ・撤退：UA、U-68、U-74、U-75、U-76、U-77、U-202、U-371、

U-557、U-562 
  ・復帰：U-94、U-97をドイツへ、U-98、U-106、U-553、U-564

をフランスへ

1942年２月
  ・｛エニグマ・マーカーを４回転子へ裏返して＋１へ上げる。地

中海戦役と北極海戦役に従事する潜水艦による索敵は、０（３

回転子）のエニグマ・レヴェルを使用する。｝

・ドイツ：U-154、U-155、U-158、U-162、U-213、U-357、
U-377、U-435、U-436、U-456、U-504、U-505、＜UD-4
＞

  ・撤退：U-43、U-44、U-79、U-132、U-375 
  ・復帰：U-68、U-556をフランスへ、U-752をドイツへ

1942年３月
  ・ドイツ：U-160、U-209、U-376、U-378、U-403、U-405、

U-506、U-507、U-589、U-593、U-594、U-655 
  ・ノルウェイ：U-503、U-592 
・撤退：U-73、U-134、U-374、U-559 
・復帰：U-74、U-201、U-202、U-371、U-557、UA（Uタン
カーとして）をフランスへ

1942年４月
  ・｛Bv-138がナルヴィク [Narvik] で使用可能｝
・ドイツ：U-252、U-334、U-406、U-437、U-459、U-590、

U-657、U-702、U-703、＜UF-2＞
  ・撤退：U-133、U-651、U-652 
  ・復帰：U-75、U-76、U-77、U-79、U-562をフランスへ

1942年５月
  ・ノルウェイ：U-88、U-116、U-172、U-251 
  ・ドイツ：U-89、U-157、U-159 
・撤退：U-122、U-378、U-434、U-435、U-454 
・復帰：U-374、U-375をフランスへ

  ・復帰：ジュリアーニ [Giuliani]（又は代替）をフランスへ

1942年６月
  ・（[17.1] に従って戦争時期５への変更についてチェックする）
  ・｛B機関レヴェルを０へ下げる｝
  ・ドイツ：U-153、U-166、U-173、U-214、U-215、U-255、

U-355、U-460 
  ・ノルウェイ：U-408、U-457 
・撤退：U-85、U-105、U-123、U-331、U-333、U-436 

  ・復帰：U-132、U-133、U-651をフランスへ、U-134、U-559、
U-652をドイツへ

1942年７月
  ・（TFカップへCVインドミタブル [Indomitable] を加える）
  ・ドイツ：U-90、U-171、U-210、U-254、U-379、U-458、

U-461、U-463、U-508、U-509、U-510、U-597、U-598、
U-600、U-601、U-607、U-609、U-658、U-704、U-217 

  ・撤退：U-81、U-82、U-103、U-104、U-124、U-431、U-753 
・復帰：U-43、U-44、U-454をドイツへ

1942年８月
  ・（US TFカップへBBマサチューセッツ [Massachusetts] を加

える）

  ・ドイツ：UD-5、U-91、U-92、U-119、U-163、U-164、U-165、
U-174、U-176、U-462、U-464、U-511、U-512、U-513、
U-514、U-515、U-516、U-517、U-211、U-256、U-335、
U-380、U-407、U-409、U-438、U-595、U-604、U-605、
U-659、U-660、U-705、U-755、U-756 
・ノルウェイ：U-596 
・撤退：U-71、U-334、U-376、U-565、U-570、U-571、U-577、

U-754 
  ・復帰：U-331、U-333をフランスへ、U-73、U-434、U-435

をノルウェイへ

1942年９月
  ・（中央カップへRFリヴァー [River] 級を加える）
  ・ドイツ：U-117、U-175、U-178、U-179、U-181、U-221、

U-253、U-257、U-258、U-259、U-260、U-261、U-262、
U-356、U-382、U-410、U-411、U-440、U-518、U-599、
U-608、U-610、U-615、U-617、U-618、U-619、U-620、
U-661、U-216、U-218、＜UF-3＞

  ・ノルウェイ：U-606 
  ・撤退：U-83、U-355、U-573、U-588、U-589、U-591、U-653、

U-655、U-656、U-657、U-701 
  ・復帰：U-85、U-431をドイツへ、U-82をフランスへ、U-378

をノルウェイへ
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1942年10月
  ・ドイツ：UD-3、U-118、U-177、U-183、U-224、U-301、

U-353、U-381、U-441、U-442、U-443、U-520、U-521、
U-522、U-602、U-621、U-622、U-624、U-625、U-627、
U-662、U-663、U-706 

  ・ノルウェイ：U-212、U-757 
・撤退：U-66、U-96、U-251、U-254、U-255、U-372、U-379、

U-403、U-404、U-406、U-456、U-553、U-558、U-584、
U-585、U-594、U-702、U-703 

  ・復帰：U-81、U-436、U-563 をドイツへ、U-71、U-570、
U-571、U-753、U-754をフランスへ

1942年11月
  ・｛エニグマ・レヴェルを０へ下げる（北極海と地中海司令部に

ついて－１）｝

  ・ドイツ：U-184、U-185、U-263、U-264、U-383、U-412、
U-413、U-439、U-445、U-465、U-519、U-524、U-603、
U-613、U-623、U-664、U-758 

  ・ノルウェイ：U-354、U-611 
  ・作戦エリア・モロッコ：カーニ [Cagni]（移送面を上に向けて

港外）

・撤退：U-69、U-70、U-257、U-258、U-382、U-401、U-402、
U-408、U-437、U-458、U-607 

  ・復帰：U-122をドイツへ、U-66、U-103、U-104、U-565、
U-573、U-653をフランスへ、U-334、U-376、U-577、U-588、
U-589、U-656をノルウェイへ

1942年12月
・（内縁カップへハリファックス３ [Halifax 3] を加える）

  ・ドイツ：U-182、U-225、U-302、U-336、U-384、U-628 
  ・ノルウェイ：U-626 
  ・撤退：U-68、U-84、U-87、U-88、U-89、U-377、U-405、

U-551、U-552、U-586、U-590、U-601 
・復帰：U-123、U-372をドイツへ、U-105、U-124、U-404、

U-406、U-553をフランスへ、U-83、U-456、U-655、U-657
をノルウェイへ

1943年１月
  ・｛二番目のFW-200をプレイから取り去る｝
  ・ドイツ：U-186、U-187、U-223、U-226、U-265、U-266、

U-267、U-268、U-303、U-337、U-358、U-414、U-444、
U-466、U-525、U-614、U-631、U-632、U-707 

  ・ノルウェイ：U-167、U-629 
  ・撤退：U-67、U-126、U-128、U-129、U-154、U-158、U-161、

U-172、U-173、U-174、U-203、U-204、U-209、U-212、
U-221、U-561、U-592 

  ・復帰：U-69、U-70、U-96、U-257、U-258、U-401、U-402、
U-558、U-584、U-585、U-594、U-607をフランスへ、U-379、
U-403、U-591、U-701をノルウェイへ

1943年２月
  ・（西方内縁カップへACVボーグ [Bogue] を加える）
  ・｛B機関レヴェルを＋１へ上げる｝
  ・ドイツ：U-180、U-228、U-229、U-230、U-359、U-523、

U-527、U-529、U-616、U-634、U-635、U-638、U-709、
U-759 

  ・ノルウェイ：U-448、U-468、U-526 
  ・撤退：U-162、U-335、U-455、U-755、U-756 
  ・復帰：U-84、U-87、U-88、U-89、U-382、U-437、U-458

をフランスへ、U-251、U-254、U-255、U-355、U-377、
U-405、U-408をノルウェイへ

1943年３月
  ・ドイツ：U-168、U-188、U-190、U-196、U-197、U-198、

U-305、U-306、U-338、U-415、U-447、U-469、U-530、
U-633、U-641、U-642、U-644、U-665、U-666 

  ・撤退：U-135、U-136、U-210、U-211、U-451、U-452、U-453、
U-574、U-575、U-576 

  ・復帰：U-67、U-68、U-129、U-161、U-172、U-173、U-221、
U-561、U-590をフランスへ、U-212、U586、U-592、U-702、
U-703をノルウェイへ

1943年４月
  ・（外縁カップ内の精鋭 [Diligent] SL又はCTを精鋭ブラック・

スワン [Black Swan] SLと置き換え、精鋭SL又はCTを独航
船カップへ移す）

  ・ドイツ：U-169、U-189、U-192、U-195、U-231、U-270、
U-342、U-531、U-532、U-630、U-710、U-711、U-954 

  ・ノルウェイ：U-191、U-269、U-339、U-467、U-639、U-646、
U-650 

  ・撤退：U-205、U-357、U-373、U-433、U-441、U-501、U-502、
U-757 
・復帰：U-209をドイツへ、U-126、U-128、U-154、U-158、

U-162、U-174、U-203、U-204、U-335、U-455、U-551、
U-552をフランスへ、U-601をノルウェイへ


